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中牟田瑠璃, 江原大輔, 下農真弘, 早稲田朋香, 森嵜仁美, 小池雄太, 室田浩之：全身性強皮症にリツキシマブを投
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日本皮膚科 85(4): 319, 2023.
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の開発を目指して. 日本生化学会大会プログラム・講演要旨集 96回: [2P-635], 2023.

室田浩之：汗と皮膚疾患　アトピー性皮膚炎を含めて. 日本発汗学会総会プログラム・抄録集 31回: 21, 2023.
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